








 

総合病院小児科ではしばしば高熱が 5日以上に亘り，下熱剤，抗生剤の使用にも拘わらず

下熱せず，2～3の病院を巡り巡って入院を余議なくされることが多い。当院小児科ではこ

のような患児の取り扱いを原則的には可能な限り入院 3日間は抗生剤を中止し，安静，点

滴，高熱時の下熱の屯用，座薬を行い，この間の行った諸検査結果の基づき治療方針を決

定してきた。今回は1979 年 6月迄に入院した 73 例について治療法別下熱成績を検討した

ので報告する。 


